
  

  

８８月月２２日日  

「「自自然然のの中中のの医医薬薬品品」」    大大橋橋  一一慶慶  教教授授  

  

古古来来人人類類はは「「くくすすりり」」ととししてて、、動動植植物物、、ささららににはは鉱鉱物物ななどどをを用用いい

てて病病気気ややケケガガ等等のの治治療療をを行行っってていいままししたた。。ととこころろがが現現在在でではは、、病病

気気ににはは医医薬薬品品をを用用いいてて治治療療をを行行ううここととがが普普通通ととななっってていいまますす。。しし

かかしし、、ここのの医医薬薬品品のの 8800％％以以上上がが自自然然のの中中かからら得得らられれたた化化合合物物

ももししくくははそそれれららのの誘誘導導体体ででああるるここととははああままりり知知らられれてていいまませせんん。。ここ

ののよよううにに、、自自然然のの中中ににはは生生理理活活性性をを有有すするる様様々々なな化化合合物物がが存存在在

すするるここととをを理理解解しし、、少少しし「「くくすすりり」」ににつついいてて考考ええててみみままししょょうう。。  

  

    

  

８８月月２２９９日日  

「「““痛痛いい””とと感感じじるる神神経経ののししくくみみ」」    井井上上  敦敦子子  教教授授  

  

どどううししてて「「痛痛いい」」とと感感じじるるののででししょょううかか。。「「痛痛いい」」とと感感じじるるににはは、、脳脳、、

脊脊髄髄やや末末梢梢神神経経系系がが、、外外界界かかららのの刺刺激激をを受受けけ取取りり適適切切にに処処理理、、

応応答答ししてて  いいまますす。。神神経経系系でではは、、神神経経ととかかググリリアアとといいうう名名前前のの細細胞胞

がが、、情情報報ををううけけ  ととっってて伝伝ええるるここととにによよっってて働働いいてていいまますす。。ここののししくく

みみをを知知っってて、、痛痛みみをを  抑抑ええるる薬薬ははそそののししくくみみののどどここににどどののよよううにに働働

いいてて効効いいてていいるるののかか考考ええてて  みみままししょょうう。。ここののよよううにに、、生生体体とと薬薬のの

相相互互作作用用ににつついいてて考考ええるる学学問問をを「「薬薬理理学学」」とといいいいまますす。。  


